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若者×松本市議会

意見交換を通して、若者が結婚や子育てに対して抱くイメージと、私たち議員が抱くイメージにはか
なりのギャップがあることを感じました。若者が描く多様なライフスタイルの中で「結婚」は選択肢の
1つであり、当然に目指すべきものではなくなっています。
仕事だけでなく、結婚や家庭、子育て等を含めた総合的なライフデザインについて、若者自らが考え
る機会を提供していくことが重要だと感じました。

今年度、市議会厚生委員会では、少子化、未婚化、晩婚化といった課題がある中で、4月から新たに
設置された若者参画課が所管する「結婚支援事業」に注目し、先進自治体などへの視察や勉強会を実施
するなど、調査・研究を行っています。
そのような中で、委員から、実際の若者の声も聴きたいという意見があり、若者との交流事業の一環
として、結婚観も含めた若者世代のライフスタイルに対する考えを聞くため、意見交換を実施しました。
当日は、青少年ホームやMウイング 1階にある若者参画課事務所オープンデー（※）の利用者など、
20代から 30代までの若者 10名が参加し、議員とさまざまな意見が交わされました。
※若者参画課事務所オープンデー…‌�若者と若者、若者と大人が、自由につながる場の提供を目的として、毎週火曜日の午後4時から午後8時まで、

Mウイング1階の若者参画課事務所をフリースペースとして開放しています。

議員が聞く！
若者のライフスタイル～若い世代が考える結婚観とは？～

恋愛・結婚には
「お金と時間の余裕」が必要。

子どもについてはあまり考えて
いない。夫婦 2人でもいい。子
育ては大変そうで、自分にでき
る自信がない。残業が多く、忙しすぎてプライ

ベートに余裕がない。人間関係
づくりに時間を投資できない。 子育てはしてみたいが、自分が

親になることが想像できない。
行政が行う支援は安心感がある
が、「補助金があるから結婚・
出産する」わけではない。

核家族化の中で、地域・社会全
体で子育てを支える体制が必要。

若者との交流事業

今回お聞きした意見を参考にしながら、市への提言に向けて
引き続き、調査・研究を進めていきます。

ご参加いただいた皆さん、ありがとうございました！

〈青少年ホーム利用者の皆さんとの意見交換会を実施　　R7.11.20〉

こんな声がありました
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地域課題など高校生と意見交換
市議会を身近に感じてもらうための取組みとして、高校の授業に議員が参加し、議会活動等に関する
情報発信や意見交換を行っています。
今年度は梓川高等学校と松本工業高等学校の皆さんと交流事業を行いました。

梓川高等学校

松本工業高等学校

実施日：R7.10.24
参加者：2年生

実施日：R7.12.23 ～ 25
参加者：1年生

〈意見交換会テーマ〉
・市議会議員の仕事について　　・地域の課題について
・市議会ホームページについて

〈意見交換会テーマ〉
・市議会議員の仕事について　　・地域の課題について

〈生徒感想〉
・市議会について知る良い機会になった。直接要望を
伝えられてよかった。
・他人事のように感じていたが、議員と対面で話すこ
とで、自分も松本をより良くできるように何ができ
るか考えてみたいと思った。

〈議員感想〉
　道路整備に関する課題や要望については、市公式
LINE からの通報を案内するとともに、これを機に学
年でまとめて道路整備要望マップを作成して、行政な
どに相談してみてはどうかなど、次のアクションを一
緒に考えることができた。

〈生徒意見・感想〉
・自転車利用のルールが大きく変わる中、通学途中に
自転車専用道路がない箇所があり危険を感じる。
・市議会の活動などを SNSで発信してはどうか。
・交流を通じて、政治に少し興味が沸いてきた。

〈議員感想〉
・事前学習がよくされていた。市政課題について問題
意識を持っていて関心した。
・道路事情等に問題を感じている意見、要望が多く、
大きな課題であると感じた。身近な問題から当事者
意識を持ってもらえたらいい。

「楽しい時間だった」「もっと時間がほしかった」など、嬉しい感想をいただくことができました。
梓川高等学校、松本工業高等学校の皆さん、ありがとうございました！
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「こども誰でも通園制度」の運営に関する基準を定める
条例などを可決
今定例会では、市長から提出された議案 48件のほか、人事 1件、
請願 2件、議会案 4件を審議し、それぞれ議決しました。

▶委員会審査の結果は P5、審議結果の一覧は P6、7、一般質問は P8～ 15をご覧ください。

こんなことが決まりました！

 スマート農業に関する専門的調査を実施します！ 
議第 12号　地方自治法第 100条の 2の規定による専門的事項に係る調査について
 内　容 
　松本市のスマート農業推進施策について、公共政策や地方自治をご専門とされ、スマート農業普及の制度的要因につ
いて研究されている関西学院大学法学部 教授 小

お

川
がわ

 大
や ま と

和 氏に、専門的な実証分析調査を実施していただくものです。
 経　過 
　令和 3年 2月定例会において、松本市議会では初の議会提案の政策条例となる「松本市農林業振興条例の一部を改正
する条例」を全会一致で可決しました。
　これは、松本市を含む我が国の農林業が、就業人口の減少・高齢化などの課題を抱え、生産性の向上が急務であった
ため、情報通信技術やロボット技術、人工知能などの先端技術を活用するスマート農林業を推進する旨の規定を松本市
農林業振興条例に追加し、松本市の農林業のさらなる発展を図ったものです。
　改正条例の附則には、施行から 5年後に、議会として改正条例の施行状況を検証し、必要な措置を講ずる旨が規定さ
れていますので、令和 8年度にその検証を行う予定です。
 専門的事項に係る調査の制度 
　地方自治法第 100条の 2に規定されている制度で、議案審査等の議会活動に専門的知見を活用するため、議会が学
識経験者に専門的な調査をさせることができるというものです。
　この間、特に国の立法活動が活発であり、松本市でもスマート農業推進事業補助金などの具体的な施策推進が図られ
た「スマート農業」について、専門的事項に係る調査の制度を活用することにより、令和 8年度に予定している改正条
例の検証を実効あるものにします！

令和 7年 12月

定例会
12 月 1日～ 12月 18日
（会期 18日間）

可決

さらなる少人数学級推進と 
教育予算の増額を求める意見書

どの子にも行きとどいた教育をするために、さらな
る少人数学級推進と教育予算の増額を行うことなどを
求めるもの

義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書
子どもたちの教育の機会均等とその水準の維持向上
を図るため、義務教育費国庫負担制度を堅持し、負担
率を拡充することを求めるもの

議第 9号

議第 10号

議会案
実現に向けて国会や関係行政庁に送付しました。

診療報酬、介護報酬及び障害福祉サービス等報酬の 
引上げを求める意見書

国が進める 2025 年総合経済対策としての医療・介
護・福祉分野における支援を速やかに実施するととも
に、医療・介護・福祉従事者の職場環境の改善と、他
産業との賃金格差を是正する賃上げを実施するため、
2026 年度診療報酬、介護報酬および障害福祉サービ
ス等報酬を引き上げることを求めるもの

➡議会案にはそのほか、ページ上段で掲載し
た「議第12号」があります。　議会案の
詳細については、市議会ホームページで　
ご覧いただけます。

議第 11号

下記の人事案件について、同意しました。
人　事

■教育委員会委員／　新
あら
井
い
　喜

き
代
よ
加
か
　氏
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公の施設の指定管理者の指定について 
（野麦峠スキー場）

令和 8年 8月末をもって指定期間が満了となる野麦
峠スキー場について、現在の指定管理者である株式会
社岳都リゾート開発を、引き続き令和 9年 8月末まで
の 1年間、指定管理者として指定するものです。

こんな質問が出ました

Q スキー場の今後の方向性が定まるまで指定管理
期間を 1年間としているが、市の方針が決定す

るまでの見通しは。

A 現在、他のスキー場の情報を収集するなど、判断
するための材料を積み上げているところである。

　また、昨シーズンから地元の皆さんが「スキー場盛り
あげ隊」を結成し、利用促進にも取り組んでいることか
ら、今シーズンの状況も見
ながら、地元との協議を経
たうえで、できるだけ早く
市の方針を決定したいと考
えている。

可決
議案第 37号 総務委員会
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市長から提出された議案は、それぞれ所管の委員会で審査し、そ
の審査結果を参考に本会議で議決します。今定例会の委員会では、
議案の審査のほかに、請願を審査しています。また、併せて委員協
議会を開催し、市政の懸案事項について協議し、報告を受けていま
す。ここではその一部をお伝えします。

松本市特定乳児等通園支援事業の 
運営に関する基準を定める条例

令和 8年度から本格的に事業が実施される、「こど
も誰でも通園制度」の運営に関し、利用定員や運営の
基準を定めるものです。

こんな質問が出ました

Q 既に実施されている一時預かり事業と松本市特
定乳児等通園支援事業（こども誰でも通園制度）

との違いは何か。どのような住みわけとなるのか。

A 一時預かり事業は、保育の必要性のある家庭に
おいて、一時的に子どもを保育できない場合に、

保育園や認定こども園に子どもを預けるもので、1か月
の利用回数は15日以内となっている。
　それに対してこども誰でも通園制度は、保育の必要
性の有無に関わらず、子ど
もの育ちを応援し、子育て
家庭を支援することが目的
であり、月に10時間まで
利用することができる。

議案第 1号可決
厚生委員会

公の施設の指定管理者の指定について 
（市立博物館）

令和 7年度末をもって指定期間が満了となる市立博
物館について、現在の指定管理者である株式会社フク
シ・エンタープライズを、引き続き令和 12年度末ま
での 5年間、指定管理者として指定するものです。

こんな質問が出ました

Q 選定理由の中に、「地域産業との協働が提案さ
れている点も高く評価された」とあるが、具体

的にどのような提案がされているのか。

A 松本観光コンベンション協会およびその会員で
ある地元の団体・企業と連携し、訪日外国人旅

行者向けの企画を共同で開発すること、地元企業と連
携した商品開発を行うこと、伝統工芸品や地場産品の
販売拡大に取り組むこと、
ミュージアムショップの
商品構成や運営に関して、
地域の経験豊富な業者か
ら助言を受ける体制を構
築することなどが提案さ
れている。

可決
議案第 47号 経済文教委員会

松本市自転車駐車場条例の 
一部を改正する条例

市内で自動二輪車を駐車できる場所が少なく、駐車場
を求める声が寄せられていることから、一部の市営自転
車駐車場で、排気量250cc以下の自動二輪車の受け入
れを可能とすることに伴い、所要の改正をするものです。

こんな意見が出ました

・市営松本城大手門駐車場
の二輪車駐車スペースの
照明が暗く、事故の危険
性があるため、新たに受
け入れを可能とする自転
車駐車場も含めて、照明
設備を充実させてほしい。

可決 議案第 12号 建設環境委員会

　　

委員会審査の
結果から

5

野麦峠スキー場

現在、こども誰でも通園制度によ
り子どもの受入れを行っている島
内保育園

松本市立博物館
村井駅自転車駐車場の自動二輪車
専用スペース

【R8.1.5 ～受け入れ可能となる自転車駐車場】

施設名 収容
台数 受け入れ可能な種別

平田駅前広場 東口 18台
排気量 250cc 以下

村井駅 東口 40台
中条 西口 16台 排気量 125cc 以下
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詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

　　：総務委員会　　　：厚生委員会　　　：経済文教委員会　　　：建設環境委員会総 厚 経 建

　　：賛否の分かれた議案など　

審　議　結　果
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条例
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

1 松本市特定乳児等通園支援事業の運営に関する
基準を定める条例 厚

可決 可決

2 松本市印鑑登録及び証明に関する条例等の一部
を改正する条例 経

3 松本市市税条例の一部を改正する条例 総

4 松本市放課後児童健全育成事業の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

5 松本市家庭的保育事業等の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

6
松本市特定教育・保育施設及び特定地域型保育
事業の運営に関する基準を定める条例の一部を
改正する条例

厚

7 松本市特定児童福祉施設の設備及び運営に関す
る基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

8 松本市幼保連携型認定こども園の設備及び運営に
関する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

9
松本市幼保連携型認定こども園以外の認定こど
も園の認定の要件を定める条例の一部を改正す
る条例

厚

10 松本市乳児等通園支援事業の設備及び運営に関
する基準を定める条例の一部を改正する条例 厚

11 松本市体育施設の設置管理等に関する条例の一
部を改正する条例 経

12 松本市自転車駐車場条例の一部を改正する条例 建

13
松本市特別職の職員の給与及び費用弁償に関す
る条例及び松本市議会議員の議員報酬等に関す
る条例の一部を改正する条例

総

14 松本市職員の給与に関する条例等の一部を改正
する条例 総

予算
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

15 令和 7年度松本市一般会計補正予算（第 5号） 4常任

可決 可決

16 令和 7年度松本市一般会計補正予算（第 6号） 4常任

17 令和 7年度松本市国民健康保険特別会計補正予
算（第 1号） 厚

18 令和 7年度松本市介護保険特別会計補正予算
（第 1号） 厚

19 令和 7年度松本市奈川観光施設事業特別会計補
正予算（第 2号） 総

20 令和 7年度松本市松本城特別会計補正予算（第
2号） 経

21 令和 7年度松本市水道事業会計補正予算（第 3
号） 建

22 令和 7年度松本市下水道事業会計補正予算（第
2号） 建

23 令和 7年度松本市病院事業会計補正予算（第 1
号）

厚生・
市立病院建設

契約
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

24 工事請負契約の締結について（松本市四賀有機
センター解体工事） 総

可決 可決25 工事請負契約の締結について（令和 7年度松本
市浅間温泉庭球公園改修工事） 総

26 工事請負契約の締結について（令和 7年度村井
駅東口交通広場整備等工事） 総

財産
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

27 市有財産の取得について（野麦峠スキー場降雪
機） 総

可決 可決

28 市有財産の取得について（波田中央運動広場移
設整備事業用地） 経

29 市有財産の取得について（浅間温泉庭球公園駐
車場拡張整備事業用地） 経

30 市有財産の譲渡について（第 19分団ポンプ置
場倉庫（北小松）） 総

31 市有財産の譲渡について（番所屋内多目的広場） 建

道路
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

32 市道の認定について 建 可決 可決33 市道の廃止について 建

その他
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

34 安曇野市・松本市山林組合の解散等に関する協
議について 建

可決 可決

35 公の施設の指定管理者の指定について（いがや
レクリエーションランド） 総

36 公の施設の指定管理者の指定について（乗鞍観
光センター） 総

37 公の施設の指定管理者の指定について（野麦峠
スキー場） 総

38 公の施設の指定管理者の指定について（総合社
会福祉センター） 厚

39 公の施設の指定管理者の指定について（南部老
人福祉センター） 厚

40 公の施設の指定管理者の指定について（心身障
害児通園施設「しいのみ学園」） 厚

41 公の施設の指定管理者の指定について（美鈴湖
もりの国） 建

42 公の施設の指定管理者の指定について（四賀環
境学習の森） 建

43 公の施設の指定管理者の指定について（坊主山
クラインガルテン　外 1施設） 経

44 公の施設の指定管理者の指定について（大原ク
ラインガルテン　外 2施設） 経

45 公の施設の指定管理者の指定について（波田農
産物加工販売施設） 経

46 公の施設の指定管理者の指定について（波田特
産品直売所） 経

47 公の施設の指定管理者の指定について（市立博
物館） 経

48 公の施設の指定管理者の指定について（市民
プール　外 2施設） 経

人事
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

49 教育委員会委員の任命について ― ― 同意



� ○：賛成　　　×：反対　　　議：議長（※議長は表決には加わりません。）
� 会派名
� 議員名

議案
番号

誠の会 政友会 開明 松本市議会
公明党 まつも都 日本共産党

松本市議団

中
山
　
英
子

宇
留
賀
　
響

土
屋
　
眞
一

今
井
ゆ
う
す
け

犬
飼
　
信
雄

阿
部
　
功
祐

太
田
　
更
三

こ
ば
　
陽
子

太
田
　
正
德

和
久
井
　
悟

西
澤
　
郁
弥

牛
丸
　
仁
志

村
上
　
幸
雄

中
島
　
昌
子

菊
地
　
　
徹

吉
村
　
幸
代

川
久
保
文
良

上
條
　
　
温

芝
山
　
　
稔

大
久
保
美
由
紀

内
田
　
麻
美

上
條
美
智
子

近
藤
　
晴
彦

花
村
　
恵
子

神
津
ゆ
か
り

上
條
　
一
正

横
内
　
裕
治

宗
田
ま
ゆ
美

塩
原
　
孝
子

犬
飼
　
明
美

13、15 ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ×

23 ○ ○ ○ ○ ○ 議 ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

賛　否　の　分　か　れ　た　議　案　な　ど

請願
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

請 3「さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求める意見書」採択を求める請願書 経
採択 採択

請 4「義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充」を求める請願書 経

議会案
議案
番号 件　　　　　　　名

委員会審査 議決
結果付託

委員会
審査
結果

議 9 さらなる少人数学級推進と教育予算の増額を求
める意見書 ― ―

可決
議 10 義務教育費国庫負担制度の堅持・拡充を求める意見書 ― ―

議 11 診療報酬、介護報酬及び障害福祉サービス等報酬の引上げを求める意見書 ― ―

議 12 地方自治法第 100 条の 2の規定による専門的事項に係る調査について ― ―

まつもと市議会だより 
vol.2127

11 月から 12月までの議会活動からピックアップしてお伝えします

海外友好都市 � 廊坊市滞在 
廊
ろ う

坊
ぼ う

市を訪問� R7.11.11（火）～15（土）

　友好都市提携30周
年を記念し、市公式
親善訪問団が中国・
廊坊市を訪問。松本
市議会からは阿部議
長が出席しました。

後期議員研修会� R7.11.27（木）

　市議会からの提案により松本市農林業振興条例に
追加した「スマート農
林業の推進」の施行状
況を検討していくた
め、県の担当者を講師
にお迎えし、国・県の
施策状況についてお話
を伺いました。

松本市公設地方卸売市場内事業者との 
議会報告会及び意見交換会� R7.11.17（月）

　今年度経済文教委員会で取り組んでいる「松本市公
設地方卸売市場につい
て」の調査・研究に当た
り、現場の実情や課題を
把握するため、市場内事
業者の皆さんと意見交
換会等を行いました。

中信四市議会議員研修会� R7.12.24（水）

　今年度は松本市が開催市として、3市議会（大町
市・塩尻市・安曇野市）の議員をお迎えし、研修会
を行いました。

第二中学校での芸術授業の視察▶

演
題
「発達障害をめぐる諸課題と
� 自治体の役割」

講
師
信州大学医学部
子どものこころの発達医学教室
　　教授　本

ほん
田
だ
　秀
ひで
夫
お
　氏

活動レポート
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用語
解説

一般質問
ここが聞きたい !!

本会議では、議員が市民の代表として市の政策などに対する質問を行っています。
12月定例会では、23人の議員が一般質問を行い、3日間にわたり活発な議論を展
開しました。
ここでは、一議員につき一項目の質問と答弁の要旨を掲載しています。

各議員の一般質問の
録画映像を松本市議
会ホームページで見
ることができます。
二次元コードからア
クセスしてください。

教
員
に
よ
る
理
科
教
材
購
入
費
の
自
己
負
担

小
中
学
校
の
理
科
実
験
に
用
い
る
ス
ト

ロ
ー
や
割
り
ば
し
な
ど
の
消
耗
品
が
、
教

員
の
自
己
負
担
で
賄
わ
れ
て
い
る
現
状
が

あ
る
。
教
員
の
善
意
に
支
え
ら
れ
て
い
る

教
育
に
は
限
界
が
あ
り
、
持
続
可
能
性
が

あ
る
と
は
言
え
な
い
が
、
市
の
見
解
は
。

教
育
監　
消
耗
品
費
は
理
科
実
験
だ
け
で

な
く
、
す
べ
て
の
教
育
活
動
に
使
用
す
る
も

の
と
し
て
各
校
に
配
当
さ
れ
、
各
校
の
裁
量

に
よ
り
、
柔
軟
か
つ
効
率
的
に
執
行
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
授
業

実
施
時
期
に
間
に
合
う
よ
う
に
発
注
・
購

入
す
る
な
ど
、
計
画
的
な
調
達
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
理
科
実
験
用
の
消
耗
品
を
教

員
が
自
己
負
担
で

賄
う
こ
と
な
く
、

公
費
で
調
達
す
る

こ
と
が
十
分
に
可

能
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

QA 質問項目

▪
理
科
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

▪
ユ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
設
置
に
つ
い
て

大お
お
久く

保ぼ　
美み

由ゆ

紀き

松
本
市
議
会
公
明
党

保
育
園
に
お
け
る
紙
お
む
つ
の
サ※

※

ブ
ス
ク

導
入

保
育
園
で
使
用
す
る
紙
お
む
つ
の
サ
ブ
ス

ク
を
導
入
す
る
自
治
体
が
増
え
て
い
る
と

聞
く
。
利
用
に
つ
い
て
は
保
護
者
が
自
由

に
決
め
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
一
律
で

の
利
用
で
は
な
く
、
選
択
で
き
る
と
い
う

の
が
ポ
イ
ン
ト
だ
が
、
本
市
で
の
導
入
に

つ
い
て
考
え
を
伺
う
。

こ
ど
も
若
者
部
長　
サ
ブ
ス
ク
の
導
入
に

よ
り
、
保
護
者
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
と

と
も
に
、
現
場
の
保
育
士
の
オ
ム
ツ
交
換

に
か
か
る
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
も
の
と
考

え
る
。
過
日
、
保
育
園
の
園
長
会
議
で
紙

お
む
つ
の
サ
ブ
ス
ク
の
仕
組
み
を
学
ぶ
学

習
会
を
開
催
し
、
導
入
に
対
す
る
理
解
が

得
ら
れ
た
。
今
後
は
各
園
で
実
際
に
お
む

つ
交
換
を
行
う
保
育
士
の
理
解
を
得
る
た

め
、
事
業
者
の
協
力
の
も
と
、
2
ヶ
月
程

度
の
実
証
実
験
を
行
い
、
サ
ブ
ス
ク
の
利

用
を
希
望
す
る
保
護
者
に
対
し
、
来
年
度

中
に
導
入
す
る
。

QA 質問項目

▪
手
ぶ
ら
登
園
に
つ
い
て

▪
子
育
て
支
援
事
業
に
つ
い
て

内う
ち
田だ　
麻あ
さ
美み

松
本
市
議
会
公
明
党

※ 1　サブスク　サブスクリプションの略。月額や年額といった定額料金を支払うことで、一定期間、商品やサービスを利
用できる仕組みのこと
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用語
解説

聴
覚
障
が
い
児
へ
の
支
援
拡
充
を

市
の
判
断
に
よ
り
、
軽
度
・
中
等
度
聴
覚

障
が
い
児
へ
の
補
聴
器
購
入
助
成
を
実
施

で
き
る
と
聞
い
て
い
る
。
個
人
負
担
を
現

在
の
3
割
程
度
か
ら
、
重
度
・
高
度
聴
覚

障
が
い
児
と
同
様
に
1
割
と
し
、
当
事
者

に
寄
り
添
う
暖
か
い
姿
勢
を
求
め
る
が
、

市
長
の
見
解
は
。

市
長　
す
べ
て
の
子
ど
も
が
、
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
性
や
能
力
を
十

分
に
発
揮
で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と

は
、
重
要
な
責
務
で
あ
る
と
考
え
る
。
聴

覚
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
に
と
っ
て
、
補

聴
器
の
早
期
着
用
が
そ
の
一
歩
で
あ
り
、

音
声
言
語
を
身
に
つ
け
る
最
良
の
時
期
と

さ
れ
る
生
後
6
ヶ
月
か
ら
3
歳
ま
で
に
補

聴
器
を
着
用
す
る
か
ど
う
か
が
、
子
ど
も

の
人
生
を
大
き
く
左
右
す
る
と
言
わ
れ
て

い
る
。
軽
度
・
中
等
度
聴
覚
障
が
い
児
の

補
聴
器
購
入
の
個
人
負
担
に
つ
い
て
、
来

年
4
月
か
ら
重
度
・
高
度
聴
覚
障
が
い
児

と
同
様
に
1
割
に
軽
減
す
る
た
め
の
準
備

を
進
め
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
こ
ど
も
福
祉
に
つ
い
て

▪
住
宅
行
政
に
つ
い
て

▪
物
価
高
へ
の
対
応
に
つ
い
て

近こ
ん

藤ど
う　

晴は
る

彦ひ
こ

松
本
市
議
会
公
明
党

産※
２

後
ド
ゥ
ー
ラ
と
連
携
し
た
産
後
支
援

産
後
支
援
を
必
要
と
す
る
家
庭
に
入
っ
て

直
接
支
援
を
行
う
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
と
の
連

携
に
よ
り
質
の
高
い
支
援
が
で
き
る
。
連

携
の
入
り
口
と
し
て
、
こ※

３

ど
も
安
心
訪
問

支
援
事
業
を
考
え
て
い
る
が
、
産
後

ド
ゥ
ー
ラ
と
の
連
携
に
つ
い
て
市
の
見
解

は
。

こ
ど
も
若
者
部
長　
出
産
間
も
な
い
母
の

体
力
面
や
メ
ン
タ
ル
ケ
ア
な
ど
、
幅
広
く

サ
ポ
ー
ト
す
る
た
め
、
令
和
5
年
度
か
ら

産
後
マ
マ
家
事
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
導

入
す
る
な
ど
子
育
て
支
援
事
業
の
拡
充
を

図
っ
て
き
た
。
現
在
そ
れ
ぞ
れ
の
支
援
事

業
を
個
別
具
体
的
に
行
っ
て
い
る
が
、
利

用
者
に
と
っ
て
更
に
利
用
し
や
す
く
、
切

れ
目
の
な
い
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、

各
事
業
を
一
つ
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
再

構
築
し
て
い
く
こ
と
を
考
え
て
い
る
。
そ

の
プ
ロ
セ
ス
の
中
で
、
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
を

は
じ
め
と
す
る
民
間
事
業
者
と
の
連
携
を

検
討
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

▪
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

上か
み

條じ
ょ
う　

美み

智ち

子こ

松
本
市
議
会
公
明
党

市
民
に
ひ
ら
か
れ
た
市
役
所
庁
舎

市
役
所
庁
舎
が
、
住
民
自
治
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
中
核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
、

松
本
市
役
所
新
庁
舎
建
設
基
本
構
想
で
定

め
た
建
設
理
念
「“
ひ
と
”
や
“
ま
ち
”
を

結
ぶ
庁
舎
」
と
し
て
真
に
市
民
に
ひ
ら
か

れ
る
こ
と
を
望
む
が
、
市
長
の
見
解
は
。

市
長　
新
庁
舎
は
、
市
内
の
各
地
域
づ
く

り
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で

つ
な
が
り
、
専
門
職
員
に
よ
る
質
の
高
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
拠
点
の
役
割

を
果
た
す
ほ
か
、
本
庁
舎
の
1
階
に
は
市

民
や
事
業
者
の
皆
さ
ん
が
活
用
で
き
る
機

能
を
配
置
し
、
拠
点
の
役
割
を
充
実
さ
せ

る
。
そ
の
上
で
重
要
な
の
は
、
職
員
一
人

ひ
と
り
の
意
識
と
行
動
で
あ
る
と
考
え

る
。
職
員
が
、
行
政
と
住
民
、
住
民
同
士

の
橋
渡
し
役
を
果
た
す
こ
と
で
、「“
ひ

と
”
や
“
ま
ち
”
を
結
ぶ
市
役
所
」
が
実

現
し
、
地
域
で
暮
ら
す
人
た
ち
を
地
域
で

支
え
る
こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
と
捉
え
て

い
る
。

QA 質問項目

▪
人
生
１
０
０
年
時
代
の
ケ
ア
と
自
治

菊き
く

地ち　

徹
と
お
る

開
明

※ 2　産後ドゥーラ　産前・産後の母親の心身のケア、育児、家事全般をサポートする専門家
※ 3　こども安心訪問支援事業（子育て世帯訪問支援事業）　家事・育児等に関する支援が特に必要と認められる家庭に対し
て、育児に関する指導、助言等の支援を行い、家庭や養育環境を整え、虐待リスク等の高まりを未然に防ぐことを目的とし
たもの
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用語
解説

信
州
ま
つ
も
と
空
港
地
元
要
望
に
関
す
る

市
長
発
言
事
項
の
進
捗
状
況
は

令
和
7
年
2
月
に
神
林
地
区
で
開
催
さ
れ

た
「
ジ
モ
ト
で
座
談
会
」
に
お
い
て
、
空

港
に
関
し
て
市
長
が
発
言
し
た
、
デ
リ
シ

ア
神
林
店
の
移
転
、
地
元
対
策
予
算
、
地

元
と
の
意
見
交
換
の
場
に
つ
い
て
、
そ
の

後
の
進
捗
状
況
は
。

市
長　
デ
リ
シ
ア
神
林
店
の
移
転
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
市
街
化
調
整
区
域
の
地
区

計
画
活
用
方
針
の
見
直
し
等
を
行
っ
て
お

り
、
数
年
後
の
建
設
に
向
け
て
調
整
を
進

め
て
い
く
。
地
元
対
策
と
し
て
の
地
域
振

興
費
の
よ
う
な
特
別
枠
の
予
算
措
置
に
つ

い
て
は
、
現
在
の
空
港
対
策
委
員
会
活
動

費
交
付
金
の
位
置
付
け
や
規
模
を
踏
ま
え
、

地
区
の
皆
さ
ん
と
の
相
談
・
協
議
を
通
じ

て
、
今
後
の
方
向
性
を
検
討
し
て
い
く
。

地
元
と
の
定
期
的
な
意
見
交
換
に
つ
い
て

は
、
現
在
、
離
着
陸
回
数
の
拡
大
に
向
け

た
事
前
協
議
に
優
先
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
た
め
、
今
後
、
協
議
が
完
了
次
第
、
地

元
と
の
調
整
を
行
う
。

QA 質問項目

▪
信
州
ま
つ
も
と
空
港
に
つ
い
て

▪
街
路
樹
に
つ
い
て

▪
文
化
行
政
に
つ
い
て

上か
み

條じ
ょ
う　

温
ゆ
た
か

開
明

社
会
教
育
施
設
と
し
て
の
図
書
館
・
公
民

館
の
役
割

令
和
9
年
度
中
に
行
う
松※

４

本
市
図
書
館
未

来
プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、
社
会
教

育
施
設
で
あ
る
図
書
館
お
よ
び
公
民
館
の

現
状
と
果
た
す
役
割
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
、
今
後
ど
の
よ
う
に
運
営
し
て
い
く
の

か
伺
う
。

教
育
次
長　
図
書
館
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
8
割
が
利
用
し
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
。

新
た
な
ニ
ー
ズ
等
を
踏
ま
え
、
交
流
拠
点
、

学
び
を
支
え
る
情
報
拠
点
と
し
て
の
役
割

を
担
う
必
要
が
あ
る
。
松
本
市
図
書
館
未

来
プ
ラ
ン
に
沿
い
、
基
本
理
念
「
出
会
う　

つ
な
が
る　
ガ
ク
都
の
広
場
」
の
具
現
化
に

取
り
組
む
。
公
民
館
に
つ
い
て
は
、
事
業
や

役
割
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
子
ど

も
・
若
者
の
居
場
所
、
中
学
生
等
が
地
域

イ
ベ
ン
ト
に
参
画
し
、
世
代
間
を
超
え
た
交

流
を
深
め
る
場
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携

強
化
を
図
る
場
と
し
て
の
役
割
を
担
え
る

よ
う
、「
地
域
と
子
ど
も
・
若
者
の
つ
な
が

り
づ
く
り
」
を
意
識
し
た
運
営
を
進
め
る
。

QA 質問項目

▪
世
界
遺
産
登
録
を
目
指
す
国
宝
松
本
城

▪
ク
マ
対
策

▪
学
都
松
本
の
図
書
館

吉よ
し
村む
ら　
幸さ
ち
代よ

開
明

四
賀
有
機
セ
ン
タ
ー
の
歳
入
歳
出
の
状
況

と
施
設
廃
止
の
費
用

四
賀
村
が
合
併
し
た
平
成
17
年
度
以
降
の

歳
入
歳
出
の
合
計
は
。
そ
の
う
ち
、
議
会

か
ら
四
賀
有
機
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
を
提
言

し
た
平
成
27
年
3
月
以
降
の
歳
入
歳
出
の

合
計
は
。
ま
た
、
来
年
度
予
定
し
て
い
る

施
設
廃
止
に
伴
う
解
体
費
用
は
い
く
ら

か
。

産
業
振
興
部
長　
平
成
17
年
度
か
ら
令
和

6
年
度
ま
で
の
歳
入
は
、
蓄
糞
処
理
、
堆

肥
販
売
等
に
関
す
る
収
入
で
、
合
計
約

2
億
９
２
３
５
万
円
、
歳
出
は
堆
肥
製
造

に
関
す
る
費
用
な
ど
で
、
合
計
約
8
億 

６
２
２
６
万
円
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

平
成
27
年
度
か
ら
令
和
6
年
度
ま
で
の
歳

入
は
、
合
計
約
1
億
３
０
９
８
万
円
、
歳

出
は
合
計
約
6
億
７
０
２
万
円
で
あ
っ
た
。

施
設
解
体
は
今
年
度
か
ら
来
年
度
に
か
け

て
行
い
、
施
設
内
の
廃
棄
物
処
理
に
関
す

る
費
用
を
含
め
て
、
約
3
億
４
２
０
万
円

掛
か
る
見
込
み
で
あ
る
。

QA 質問項目

▪
四
賀
有
機
セ
ン
タ
ー
事
業
等
に
つ
い
て

川か
わ
久く

保ぼ　
文ふ
み
良よ
し

開
明

※ 4　松本市図書館未来プラン　新たな市民ニーズや社会の要請を踏まえ、新しいつながりや交流の拠点となる図書館や、
市民の生涯を通じた学びを支える地域の情報拠点となる図書館として、サービスの充実を図るため、令和 4 年度から 13 年
度までを計画期間として策定した、図書館サービスの基本計画
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用語
解説

高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援

「
人
が
減
る
時
代
に
対
応
す
る
仕
組
み
づ
く

り
」
と
し
て
、
デ
ジ
タ
ル
を
活
用
し
た
生

活
支
援
モ
デ
ル
を
構
築
し
て
お
く
こ
と
は

極
め
て
重
要
で
、
特
に
独
居
高
齢
者
に
対

し
、
情
報
伝
達
・
見
守
り
・
相
談
等
を
デ

ジ
タ
ル
で
補
完
す
る
こ
と
が
有
効
で
あ
る

と
考
え
る
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸
与
な
ど
も

含
め
、
高
齢
者
へ
の
デ
ジ
タ
ル
活
用
支
援

に
つ
い
て
、
本
市
の
認
識
を
伺
う
。

Ｄ
Ｘ
推
進
本
部
長　
現
在
、
町
会
等
に
お

け
る
情
報
共
有
ア
プ
リ
の
導
入
等
を
支
援

す
る
方
向
で
検
討
を
進
め
て
い
る
。
こ
う

し
た
ア
プ
リ
の
多
く
は
、
電
子
回
覧
板
や

災
害
時
の
安
否
確
認
等
の
機
能
を
備
え
て

お
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て
デ
ジ
タ
ル
を
活

用
す
る
き
っ
か
け
に
な
り
や
す
い
と
考
え

る
。
一
方
、
ス
マ
ホ
な
ど
を
所
持
し
て
い
な

い
方
へ
の
対
応
等
が
課
題
と
な
る
た
め
、

ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
貸
与
等
の
対
応

策
を
検
討
し
、
先
進
自
治
体
の
事
例
や
最

新
の
技
術
動
向
等
を
注
視
し
な
が
ら
、
デ

ジ
タ
ル
活
用
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA 質問項目

▪
本
市
道
路
行
政
に
つ
い
て

▪
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

▪
高
齢
者
支
援
に
つ
い
て

和わ

久く

井い　

悟
さ
と
る

政
友
会

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
た
経
済

対
策

物
価
高
騰
対
策
と
し
て
、
お
米
券
の
配
布

も
一
案
だ
が
、
物
価
高
騰
は
米
に
限
っ
た

こ
と
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
値

上
が
り
し
、市
民
生
活
を
圧
迫
し
て
い
る
。

物
価
高
騰
対
応
に
つ
い
て
の
認
識
、ま
た
、

重
点
支
援
地
方
交
付
金
を
活
用
し
た
対
策

の
実
施
に
つ
い
て
、市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
重
点
支
援
地
方
交
付
金
の
中
に
設

け
ら
れ
た
特
別
加
算
は
、
食
料
品
に
限
定

せ
ず
、
生
活
支
援
の
取
組
み
に
幅
広
く
活

用
で
き
る
と
さ
れ
て
い
る
。
物
価
の
高
騰

は
、
お
米
に
限
っ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
か

ら
、
支
援
額
の
目
減
り
や
事
務
作
業
の
手

間
が
か
か
る
お
米
券
の
配
布
よ
り
も
、
既

に
構
築
し
て
い
る
庁
内
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
を
活
用
し
た
、
食
料
品
や
生
活
用
品
の

購
入
に
利
用
で
き
る
電
子
ク
ー
ポ
ン
の
配

布
な
ど
を
念
頭
に
、市
民
が
使
い
や
す
く
、

恩
恵
を
実
感
で
き
る
支
援
策
を
速
や
か
に

実
施
で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
ク
マ
対
応
に
つ
い
て

▪
米
政
策
等
に
つ
い
て

村む
ら

上か
み　

幸ゆ
き

雄お

政
友
会

本
人
の
意
思
を
尊
重
し
た
終
活
支
援

少
子
高
齢
化
で
、
身
寄
り
の
な
い
方
は
今

後
ま
す
ま
す
増
え
る
。
一
定
の
金
額
を
行

政
が
預
か
り
、
万
が
一
の
と
き
に
本
人
の

意
思
に
沿
っ
た
支
援
が
で
き
る
よ
う
業
者

に
委
託
す
る
仕
組
み
が
あ
れ
ば
、
身
寄
り

の
な
い
高
齢
者
の
安
心
に
つ
な
が
る
。
本

人
の
意
思
を
尊
重
し
、
残
さ
れ
た
人
の
負

担
を
減
ら
す
よ
う
な
終
活
支
援
の
仕
組
み

づ
く
り
に
取
り
組
む
考
え
は
あ
る
か
。

健
康
福
祉
部
長　
市
で
は
、
令
和
7
年
6

月
か
ら
終※

５

活
情
報
登
録
事
業
を
開
始
す
る

な
ど
、
市
と
し
て
取
り
組
め
る
こ
と
に
は

着
手
し
て
い
る
が
、
国
で
も
、
身
寄
り
の

な
い
高
齢
者
を
総
合
的
に
支
援
す
る
事
業

の
準
備
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
事

業
が
法
制
化
さ
れ
、
国
の
補
助
事
業
と
な

れ
ば
、
本
市
で
も
実
施
す
る
こ
と
に
な

る
。
国
の
動
向
を
注
視
し
な
が
ら
、
本
人

に
寄
り
添
っ
た
意
思
決
定
を
支
援
で
き
る

よ
う
、
事
業
の
開
始
に
向
け
て
取
り
組
ん

で
い
く
。

QA 質問項目

▪
身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
等
の
終
活
支
援
に
つ
い
て

▪
住
民
主
体
に
よ
る
地
域
資
源
の
循
環
と
持
続
可

能
な
中
山
間
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て

中な
か

島じ
ま　

昌ま
さ

子こ

政
友
会

※ 5　終活情報登録事業　万が一の事態に備え、自分の希望や家族に伝えたいこと等の「終活関連情報」を市に登録するこ
とで、万が一の際、指定した方に登録情報を開示し、自分の意思の実現に役立てるとともに、遺された遺族や関係者への負
担を軽減することができるもの
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用語
解説

市
が
目
指
す
多
文
化
共
生

現
在
、
第
4
次
松
本
市
多
文
化
共
生
推
進

プ
ラ
ン
の
策
定
中
だ
が
、
外
国
人
住
民
の

定
着
促
進
、
外
国
人
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
、
日
本
文
化
や
ル
ー
ル
へ
の

理
解
促
進
に
つ
い
て
、
地
域
づ
く
り
の
視

点
か
ら
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む
の
か
。

住
民
自
治
局
長　
外
国
人
住
民
を
増
や
す

た
め
に
は
、
安
心
し
て
生
活
で
き
る
環
境

づ
く
り
と
、
日
本
人
住
民
、
外
国
人
住
民

双
方
の
多
文
化
共
生
意
識
の
醸
成
が
重
要

に
な
る
。
す
で
に
実
施
し
て
い
る
外
国
人

住
民
向
け
相
談
窓
口
の
設
置
や
生
活
情
報

の
多
言
語
案
内
に
加
え
、
学
校
や
家
庭
ま

で
出
向
く
支
援
や
、
地
域
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
た
研
修
、
交
流
イ
ベ
ン
ト

等
の
充
実
に
取
り
組
む
。
外
国
人
住
民
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
は
、

「
や※

７

さ
し
い
日
本
語
」
の
普
及
が
大
切
で

あ
る
。
互
い
の
違
い
や
価
値
観
を
認
め
合

い
、
本
市
に
暮
ら
す
責
任
を
分
か
ち
合
い

な
が
ら
、
と
も
に
進
ん
で
い
け
る
よ
う
な

方
向
性
を
目
指
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
魅
力
あ
る
暮
ら
し
や
す
い
松
本
を
つ
く
る
た
め
に

▪
市
の
職
場
環
境
に
つ
い
て

横よ
こ
内う
ち　
裕ゆ
う
治じ

ま
つ
も
都

中
学
校
部
活
動
地
域
移
行

部
活
動
地
域
移
行
に
伴
い
、
市
で
は
地※

６

域

ク
ラ
ブ
活
動
参
加
者
支
援
補
助
金
等
を
設

け
て
い
る
が
、
現
在
、
塾
や
習
い
事
に

通
っ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
経
済
的
支

援
は
行
っ
て
い
る
か
。

教
育
監　
現
在
、
塾
や
習
い
事
に
通
う
子

ど
も
へ
の
直
接
的
な
経
済
的
支
援
は
行
っ

て
い
な
い
。
ま
ず
は
、
部
活
動
の
円
滑
な

地
域
移
行
と
定
着
を
最
優
先
に
進
め
る
た

め
、
地
域
ク
ラ
ブ
等
の
運
営
団
体
に
対

し
、
地
域
ク
ラ
ブ
創
設
支
援
補
助
金
や
地

域
ク
ラ
ブ
活
動
参
加
者
支
援
補
助
金
を
活

用
し
、
ク
ラ
ブ
会
費
の
低
廉
化
を
図
る
と

と
も
に
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
活
動
費
の

支
払
い
が
困
難
な

生
徒
へ
の
支
援
を

進
め
る
。
引
き
続

き
、
す
べ
て
の
子

ど
も
が
安
心
し
て

活
動
に
参
加
で
き

る
環
境
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

QA 質問項目

▪
部
活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い
て

西に
し
澤ざ
わ　
郁ふ
み
弥や

政
友
会

小
中
学
校
で
の
い
じ
め
の
現
状
と
対
応

本
市
に
お
け
る
学
校
で
の
い
じ
め
に
つ
い

て
、
過
去
3
年
間
の
認
知
件
数
、
発
見
方

法
は
。
児
童
生
徒
へ
の
い
じ
め
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
は
、
一
人
一
台
端
末
の

活
用
な
ど
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
て

実
施
し
て
い
る
か
。
ま
た
、
そ
の
結
果
を

ど
の
よ
う
に
分
析
活
用
し
て
い
る
か
。

教
育
監　
い
じ
め
認
知
件
数
は
、
令
和
4

年
度
７
８
２
件
、
令
和
5
年
度
６
２
８

件
、
令
和
6
年
度
６
３
６
件
で
、
児
童
生

徒
本
人
か
ら
の
訴
え
、
教
職
員
へ
の
相

談
、
保
護
者
か
ら
の
連
絡
な
ど
が
発
見
の

き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ン
ケ
ー
ト

調
査
は
、
児
童
生
徒
が
回
答
し
や
す
い
よ

う
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
も
十
分
配
慮
し
て

実
施
し
て
い
る
が
、
一
人
一
台
端
末
を
活

用
し
た
実
施
も
検
討
す
る
。
調
査
結
果

は
、
教
育
委
員
会
で
分
析
を
行
い
、
校
長

会
等
で
共
有
し
て
い
じ
め
防
止
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
重
大
化
が
懸
念
さ
れ
る
事

案
に
つ
い
て
は
、
学
校
と
連
携
し
て
対
応

を
行
っ
て
い
る
。

QA 質問項目

▪
一
歩
先
ゆ
く
動
物
愛
護
行
政
の
た
め
に

▪
子
ど
も
た
ち
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
た
め
に

神こ
う
津づ　
ゆ
か
り

ま
つ
も
都

※ 6　地域クラブ活動参加者支援補助金　市内中学生が「地域クラブ（まつチャレ）」の活動に参加するに当たり、就学援助
を受けている世帯の経済的負担軽減のため交付する補助金
※ 7　やさしい日本語　難しい言葉を言い換えるなど相手に配慮したわかりやすい日本語
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用語
解説

市
政
運
営
の
進
め
方

市
役
所
新
庁
舎
や
市
立
病
院
建
設
の
よ
う

な
重
要
案
件
に
つ
い
て
、
議
会
で
賛
否
が

拮
抗
す
る
中
、
採
決
結
果
を
も
っ
て
進
め

て
い
る
が
、
特
に
重
要
な
案
件
は
、「
全

会
一
致
」
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
の
よ
う
な
市
政
運
営
の
進
め
方
に
つ
い

て
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

市
長　
新
庁
舎
建
設
基
本
計
画
改
定
に
当

た
っ
て
は
、
5
年
以
上
に
わ
た
り
議
会
と

協
議
を
重
ね
て
き
た
。
そ
の
上
で
、
ど
の

窓
口
で
も
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
「
市
民
に
身
近
な
市
役
所
づ
く
り
」

の
考
え
方
や
、
本
庁
舎
の
規
模
を
ス
リ
ム

化
し
、
今
の
東
庁
舎
側
敷
地
に
建
設
す
る

と
し
た
計
画
見
直
し
の
骨
格
に
つ
い
て

は
、
協
議
を
重
ね
て
方
向
性
を
見
出
し
、

了
承
を
い
た
だ
い
た
。
賛
否
が
拮
抗
す
る

中
、
採
決
結
果
を
も
っ
て
進
め
て
い
る
と

い
う
指
摘
に
つ
い
て
は
、
行
政
と
議
会
が

率
直
な
議
論
を
行
い
、
進
む
べ
き
方
向
性

を
共
有
し
た
中
で
、
議
会
意
思
に
よ
り
了

承
さ
れ
た
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

QA 質問項目

▪
市
政
の
進
め
方
と
市
民
の
幸
せ
に
つ
い
て

花は
な

村む
ら　

恵け
い

子こ

ま
つ
も
都

都
市
計
画
道
路
と
市
役
所
本
庁
舎
側
敷
地

の
一
体
的
な
整
備

三※
８

の
丸
エ
リ
ア
の
重
要
な
パ
ブ
リ
ッ
ク
ス

ペ
ー
ス
で
あ
る
本
庁
舎
側
の
敷
地
の
利
活

用
を
、
新
庁
舎
建
設
と
分
け
て
検
討
す
る

の
で
は
な
く
、
中
心
市
街
地
活
性
本
部
が

中
心
と
な
り
、
都
市
計
画
を
見
直
し
、
市

道
１
０
９
５
線
も
含
め
た
道
路
空
間
の
一

体
的
な
整
備
を
行
う
こ
と
で
、
新
庁
舎
建

設
基
本
計
画
に
掲
げ
る
「
松
本
城
と
共
に

時
を
刻
む
庁
舎
」
と
な
る
と
考
え
る
が
、

見
解
を
伺
う
。

市
長　
市
役
所
本
庁
舎
側
の
敷
地
の
整
備

と
利
活
用
に
あ
た
り
、
道
路
空
間
を
含
め

て
一
体
的
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
が
、
本
庁
舎
側
の
敷
地
と
新
庁

舎
に
挟
ま
れ
た
市
道
１
０
９
５
線
で
は
な

く
、
本
庁
舎
側
の
敷
地
と
松
本
城
公
園
に

挟
ま
れ
た
本
来
の
登
城
路
で
あ
る
市
道

１
０
６
４
号
線
を
対
象
と
し
、
一
体
的
な

空
間
と
し
て
検
討
す
る
。
来
年
度
か
ら
具

体
的
な
取
組
み
を
進
め
る
た
め
の
枠
組
み

づ
く
り
に
着
手
す
る
。

QA 質問項目

▪
中
心
市
街
地
再
設
計
（
え
き
し
ろ
空
間
活
性
化
）

上か
み

條じ
ょ
う　

一か
ず

正ま
さ

ま
つ
も
都

花
時
計
公
園
の
今
後

花
時
計
公
園
で
行
っ
た
大
型
テ
ン
ト
設
置

の
実
証
実
験
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
望
が

聞
か
れ
た
。
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
時
期
の

大
型
テ
ン
ト
の
常
設
、
電
源
容
量
や
コ
ン

セ
ン
ト
の
増
設
な
ど
イ
ン
フ
ラ
面
の
改
善

を
含
め
、
イ
ベ
ン
ト
に
よ
る
賑
わ
い
創
出

と
公
園
と
し
て
の
日
常
利
用
の
両
方
を
見

据
え
た
整
備
・
運
営
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

建
設
部
長　
都
市
公
園
法
で
は
、
今
回
設

置
し
た
も
の
と
同
規
模
の
テ
ン
ト
で
あ
れ

ば
常
設
が
可
能
で
あ
る
。
大
型
テ
ン
ト
の

常
設
化
を
含
め
た
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て

は
、
現
在
取
り
組
ん
で
い
る
「
え※

９

き
ま
え
エ

リ
ア
ビ
ジ
ョ
ン
」
の
策
定
を
踏
ま
え
、
電
源

容
量
や
コ
ン
セ
ン
ト
の
増
設
、
利
用
し
や
す

い
構
造
な
ど
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
意
見

を
聞
き
な
が
ら
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、

公
園
で
快
適
な
日
常
を
過
ご
し
て
も
ら
う

た
め
設
置
し
た
人
工
芝
と
ベ
ン
チ
テ
ー
ブ

ル
が
好
評
で
あ
っ
た
た
め
、
こ
の
よ
う
な
整

備
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
松
本
の
水
資
源
保
全
と
活
用
状
況
に
つ
い
て

▪
花
時
計
公
園
の
今
後
に
つ
い
て

▪「
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
２
０
２
６
松
本
」
の
現
状
に
つ
い
て

中な
か

山や
ま　

英え
い

子こ

誠
の
会

※ 8　三の丸エリア　松本城の総堀に囲まれた城郭の一部
※ 9　えきまえエリアビジョン　松本駅周辺から松本城までの「えきしろ空間」の再活性に向けた将来像を描くもので、令
和 7 年度から 8 年度にかけて策定する
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用語
解説

西
部
地
域
に
「
防
災
道
の
駅
」
を

中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
開
通
し
た
場
合
、

火
山
噴
火
や
地
震
へ
の
備
え
、
併
せ
て
地

域
経
済
の
活
性
化
を
推
進
す
る
た
め
に

も
、
農
産
物
直
売
所
を
兼
ね
備
え
た
「
防

災
道
の
駅
」
が
必
要
だ
と
考
え
る
が
、
梓

川
地
区
や
波
田
地
区
周
辺
へ
設
置
す
る
こ

と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

建
設
部
長　
中
部
縦
貫
自
動
車
道
は
広
域

的
な
災
害
救
護
、
救
援
物
資
輸
送
ル
ー
ト

と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
る
。「
防
災
道

の
駅
」
は
広
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
役
割

が
大
き
く
、
既
に
岐
阜
県
高
山
市
、
福
井

県
大
野
市
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
本
市
へ

設
置
す
る
こ
と
で
、
沿
線
自
治
体
の
総
合

支
援
拠
点
と
な
り
、
広
域
防
災
体
制
が
確

立
さ
れ
る
。
ま
た
、
松
本
波
田
道
路
の
整

備
に
伴
い
経
済
効
果
も
期
待
さ
れ
る
た
め
、

西
部
地
域
に
地
域
活
性
化
施
設
を
兼
ね
た

「
防
災
道
の
駅
」
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
国

が
進
め
る
道
の
駅
の
ま
ち
ぐ
る
み
に
よ
る

整
備
に
合
わ
せ
、
周
辺
の
土
地
利
用
計
画

等
を
踏
ま
え
、
検
討
を
進
め
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
観
光
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て

▪「
防
災
道
の
駅
」
に
つ
い
て

土つ
ち
屋や　
眞し
ん
一い
ち

誠
の
会

救
急
医
療
の
現
状
と
取
組
み

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
る
学
級
閉
鎖
が
11

月
か
ら
急
増
し
、
年
末
年
始
に
向
け
て
感

染
症
の
流
行
等
に
よ
る
医
療
体
制
の
ひ
っ

迫
に
備
え
る
必
要
性
を
感
じ
て
い
る
。
本

市
に
お
け
る
初
期
救
急
医
療
体
制
を
持
続

可
能
な
も
の
に
す
る
た
め
の
取
組
み
や
周

知
啓
発
に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
初
期
救
急
医
療
体
制
と

し
て
、
小
児
科
・
内
科
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー

や
在
宅
当
番
医
制
を
通
じ
て
、
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
環
境
を
整
え
て
い
る

が
、
持
続
可
能
な
診
療
体
制
の
確
立
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
医
師
不
足
等
に
よ
り
小

児
科
・
内
科
夜
間
急
病
セ
ン
タ
ー
で
は
、
令

和
7
年
4
月
か
ら
診
療
時
間
を
短
縮
し
、

医
師
の
高
齢
化
や
長
時
間
労
働
が
深
刻
な

在
宅
当
番
医
制
に
つ
い
て
も
、
令
和
8
年

4
月
か
ら
時
間
短
縮
を
予
定
し
て
い
る
。

ま
た
、
急
な
病
気
な
ど
の
際
の
電
話
相
談

窓
口
を
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
で
紹
介
し
て
い

る
ほ
か
、
冊
子
等
で
医
療
機
関
の
適
切
な

利
用
に
係
る
啓
発
に
も
努
め
て
い
る
。

QA 質問項目

▪
救
急
医
療
に
つ
い
て

宇う

留る

賀が　

響
ひ
び
き

誠
の
会

ク
マ
対
策
と
岳
都
松
本
の
シ
ン
カ

ク
マ
の
出
没
に
対
し
、
市
町
村
の
責
任
と

権
限
が
増
す
中
、
市
長
と
し
て
ど
の
よ
う

に
判
断
し
、責
任
を
果
た
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、山
と
と
も
に
生
き
る
都
市
と
し
て
、

ク
マ
対
策
の
強
化
を
含
め
、
岳
都
松
本
を

ど
の
よ
う
に
シ
ン
カ
さ
せ
て
い
く
の
か
。

市
長　
改
正
鳥
獣
保
護
管
理
法
の
施
行
に

よ
り
、
市
町
村
長
が
発
砲
を
判
断
す
る
「
緊※1

※

急
銃
猟
」
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
事

案
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
警
察
・
県
・
猟

友
会
と
連
携
し
、
ク
マ
に
よ
る
人
身
被
害
を

防
ぐ
責
務
を
果
た
し
て
い
く
。一
方
、
過
度

な
警
戒
が
、
登
山
観
光
や
地
域
経
済
に
悪

影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
山
岳
エ
リ
ア
で

の
イ
ベ
ン
ト
開
催
時
に
は
、
登
山
者
向
け
の

安
全
講
習
会
、
市
民
向
け
に
は
、
ク
マ
の
生

態
等
を
学
ぶ
機
会
を
増
や
し
、
被
害
防
止

と
経
済
活
動
の
両
立
を
図
る
。
こ
う
し
た
取

組
み
を
通
じ
、「
山
や
野
生
動
物
と
の
付
き

合
い
方
」
を
深
め
な
が
ら
、
森
林
再
生
と
ク

マ
の
適
正
な
生
息
域
確
保
に
取
り
組
み
、
住

民
生
活
圏
と
の
住
み
分
け
を
実
現
し
た
い
。

QA 質問項目

▪
危
機
管
理
行
政

今い
ま
井い　
ゆ
う
す
け

誠
の
会

※ 10　緊急銃猟　クマやイノシシ等の危険鳥獣が人の生活圏に侵入した際、一定の条件を満たした場合に、市町村長の判断
により、銃猟を可能とする制度。令和 7 年 9 月から導入された
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用語
解説

本
市
の
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
現
状

介
護
事
業
所
の
閉
鎖
や
休
止
が
増
加
し
て

い
る
現
状
と
、
減
少
し
て
い
る
介
護
給
付

費
の
推
移
に
対
す
る
分
析
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
介
護
事
業
所
の
閉
鎖
等

の
増
加
と
介
護
給
付
費
の
減
少
は
、
介
護

人
材
不
足
に
よ
る
影
響
が
大
き
い
と
考
え

て
い
る
。
加
え
て
、
物
価
高
騰
に
伴
う
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
控
え
も
懸
念
さ
れ
、

早
急
の
対
策
が
必
要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
介
護
人
材
不
足
を
大
き
な
課
題
の

一
つ
と
捉
え
、
第
9
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
、
人
材
確
保
と
育
成
支
援
に
努
め

て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
第
1
に
、
Ｄ
Ｘ

伴
走
支
援
等
に
よ
る
事
業
所
の
業
務
効
率

化
支
援
、
第
2
に
、
市
内
介
護
養
成
校
や

介
護
事
業
所
と
の
連
携
に
よ
る
、
介
護
の

魅
力
発
信
、
第
3
に
外
国
人
材
の
活
用
支

援
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

QA 質問項目

▪
高
齢
に
な
っ
て
も
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
た
い

▪
地
域
の
博
物
館
は
私
た
ち
の
宝
物

宗そ
う

田だ　
ま
ゆ
美み

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

5
歳
児
健
診
実
施
に
対
す
る
市
の
考
え
は

本
市
で
は
、
乳
幼
児
健
診
や
相
談
を
実
施

し
て
い
る
が
、
5
歳
児
健
診
は
実
施
し
て

い
な
い
。
こ
れ
ま
で
、
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
に
対
し
て
、
適
切
な
支
援
を
行
っ
て
き
た

こ
と
は
承
知
し
て
い
る
が
、
今
後
の
5
歳

児
健
診
の
実
施
に
向
け
た
考
え
を
伺
う
。

健
康
福
祉
部
長　
従
来
の
集
団
健
診
の
方

式
で
は
な
く
、
現
状
を
把
握
で
き
て
い
な

い
、
主
に
園
に
在
籍
し
て
い
な
い
5
歳
児
に

限
定
し
、
新
た
に
来
年
度
か
ら
健
診
や
相

談
を
実
施
す
る
。
併
せ
て
、
家
庭
な
ど
で
就

学
準
備
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
、
子
ど
も
の

発
達
や
生
活
習
慣
等
に
関
す
る
情
報
提
供

等
を
、
モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
予
定
で
あ

る
。
す
べ
て
の
お

子
さ
ん
と
保
護
者

が
安
心
し
て
切
れ

目
な
く
就
学
に
つ

な
が
る
よ
う
、
支

援
体
制
の
強
化
に

努
め
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
危
機
管
理
に
つ
い
て

▪
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

犬い
ぬ

飼か
い　

信の
ぶ

雄お

誠
の
会

児
童
セ
ン
タ
ー
の
環
境
改
善

島
内
児
童
セ
ン
タ
ー
の
過
密
化
解
消
の
た

め
、
学
校
の
空
き
教
室
の
利
用
や
職
員
の

確
保
に
向
け
て
ど
の
よ
う
な
対
策
を
検
討

し
て
い
る
か
。

こ
ど
も
若
者
部
長　
昨
年
度
、
暑
さ
で
ほ

と
ん
ど
利
用
で
き
な
か
っ
た
遊
戯
室
に
エ

ア
コ
ン
を
設
置
し
た
こ
と
で
、
時
間
帯
や

学
年
な
ど
を
分
け
て
運
動
遊
び
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
児
童
の
分
散
化
が
図
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。
学
校
施
設
の
利
用
に
つ

い
て
は
、
特
に
児
童
の
多
い
夏
休
み
中
の

利
用
を
検
討
し
て
い
る
が
、
小
学
校
と
児

童
セ
ン
タ
ー
と
が
立
地
的
に
離
れ
て
お

り
、
人
員
配
置
や
運
営
面
で
課
題
が
あ
る

た
め
、
現
時
点
で
は
対
応
が
困
難
で
あ

る
。
来
年
度
の
夏
休
み
に
向
け
て
は
、
児

童
セ
ン
タ
ー
と
の
往
来
が
柔
軟
に
で
き
る

島
内
公
民
館
の
施
設
を
借
用
で
き
る
よ
う

調
整
を
進
め
て
い
る
。
指
定
管
理
者
と
も

連
携
し
、
借
用
場
所
で
支
援
を
行
う
た
め

の
職
員
の
増
員
も
含
め
、
人
員
配
置
に
つ

い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

QA 質問項目

▪
高
市
政
権
に
つ
い
て　
▪
国
保
税
の
引
き
上
げ
に
反
対

し
、
さ
ら
な
る
改
善
を　
▪
年
越
し
で
き
る
く
ら
し
と

生
業
へ
の
支
援　
▪
子
育
て
支
援　
▪
ク
マ
対
策

犬い
ぬ

飼か
い　

明あ
け

美み

日
本
共
産
党
松
本
市
議
団

現在、5歳児を含む保育園等に在籍する園児を
対象に、専門職が園に出向き、お子さんの様子
を見ながら、対応のアドバイスを行っている。
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発
行

ま
つ
も
と
市
議
会
だ
よ
り

令和 8 年 2 月定例会の予定
日 月 火 水 木 金 土

2/15 16 17 18 19 20 21
本会議（開会）
13：30～

当初予算説明会　10：00～

22 23 24 25 26 27 28
議案調査

天皇
誕生日

正午　発言通告締切
17：15
請願・陳情提出期限

3/1 2 3 4 5 6 7
本会議（一般質問）10：00～ 委員会審査

10：00～
総務・建設環境

10：00～
厚生・経済文教

8 9 10 11 12 13 14
委員会審査

15 16 17 18 19 20 21
本会議（閉会）
13：30～

春分の日

●日程は変更となる場合があります。詳細は議会事務局（34-3210）へお問い合わせください。

　
令
和
8
年
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
干
支
は
「
午
（
う
ま
）」。
馬
は

人
と
人
、
町
と
町
を
結
び
、
力
強

く
前
へ
進
む
象
徴
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
恒
例
の
あ
め
市
や
三
九
郎
な

ど
季
節
の
行
事
で
ま
ち
は
賑
わ
い
、

松
本
城
で
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

マ
ッ
ピ
ン
グ
の
最
終
章
「
光
咲
く

天
守
―
春
の
幕
開
け
―
」
が
、
今

月
15
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
松
本
市
議
会
は
こ
う
し
た
日
常

の
生
活
の
積
み
重
ね
を
大
切
に
、

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
に
寄
り
添
う

議
論
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

広
報
部
会

　
　
部
会
長
　
　 

中
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長
　 

塩
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中
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内
田
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美

　
　
　
　
　
　
　 

上
條
　
一
正

　
　
　
　
　
　
　 

吉
村
　
幸
代

�

上
條
　
美
智
子

こどもだよりまつもと市議会

　市内の小学 5年生～
中学 3年生に学校を通
じて配布しました。
　市議会ホームページ
等でも公開しています
ので、ぜひご
覧ください！

第10号を発行しました！

今号のテーマは
「平和」

編
　
集
　
後
　
記

iPhone android

アプリ 「Catalog Pocket」 で

議会だよりを配信しています。

※‌�今号をもって、 アプリ 「マチイロ」 での配信

は停止となります。

カタログポケット

キラリキラリ
輝輝くく市民市民にに
インタビュー！インタビュー！

青森県出身の大平紀夫さんは、小学
校1年生からクロスカントリースキー
を始め、大学2年時には全日本学生ス
キー選手権大会で優勝しました。
大学 3年時に日本チームのサポー
トスタッフとして参加した長野パラリ
ンピックでは、急遽、弱視のロシア選
手のガイドスキーヤーを務めることに
なり、銅メダル獲得に導きました。
現在は松本養護学校で教師をしなが

ら、松本市内の中学生にパラ・クロスカ
ントリースキーの指導をされています。

「ガイドスキーヤー」とは何ですか？

視覚に障がいのある選手を先導し、
コースの斜度、起伏、カーブの状態を、
腰につけたスピーカーで拡声し、コー

スの状況を的確に伝え、指示を出す重
要な役割です。例えば、「後5秒で右急
カーブ！」と声を掛け、選手をゴールに
導きます。

ガイドにはどの様な苦労がありま
すか？

ガイドは選手の前を滑るため、風の
抵抗で後方の選手との距離が近くなっ
てしまいます。距離が近くなると選手
は咄嗟にブレーキをかけ、タイムロス
につながるため、選手との距離を常に
一定に保つよう心がけています。ま
た、選手の恐怖心を少しでも減らすた

めに、この先に想定されることを事前
に余裕を持って伝えるようにしていま
す。遠征先では食事をはじめ、選手の
生活の全てをサポートします。

これまでの活動を通して望むこと
は何ですか？

私はこれまで、ソルトレークシティ、
トリノ、バンクーバーの各パラリンピッ
ク大会にガイドスキーヤーとして、ソ
チ大会には日本代表のヘッドコーチと
して参加してきました。今年のミラノ・
コルティナ大会には私は参加しません
が、日本勢の活躍を皆さんに応援して
いただきたいと思っています。
また、地域の障がいのある子どもた
ちには、クロスカントリースキーに限
らず、誰もが自分に合った挑戦できる
ものを見つけてもらい、パラスポーツ
が生涯を通じた生き甲斐になるよう
に、さまざまなサポートをしていきた
いと考えています。

パラ・クロスカントリー
ガイドスキーヤー

大
おお
平
だいら
　紀
のり
夫
お
さん

障がいのある若者たちに
夢を持って挑戦してもらいたい
～生涯を通じて生き甲斐になるように
パラスポーツを全力サポート～

1998 年長野パラリンピック銅メダル

バンクーバーパラリンピックで選手を先導
する大平さん

� 〈連絡先〉　大平さん
� 090-1776-0548

興味のある方は
お気軽にご連絡ください。


